
ＡＩカメラ
音量検知

簡易設定ガイド



カメラの設定
（事前設定）



•ブラウザにカメラのＩＰアドレスを入力し、接続します。

•ユーザー名とパスワードでログインします。



•設定画面を開き、“ビデオ”のタブをクリックします。

•ビデオ種別が『ビデオおよびオーディオストリーム』になっている
ことを確認します。



•設定画面を開き、“音声”のタブをクリックします。

•設置環境に応じて“入力ボリューム”を調整し『保存』します。



カメラの設定
（イベントの設定）



• 『VCA設定』をクリックします。

• アプリケーションの選択画面で『スマートイベント』を選択します。

• 『次へ』をクリックします。



• 設定の『イベントと検知』を開きます。“音声異常検知”タブを選択します。

• “音声急増”のスライドボタンを“有効化”します。

• “監視センターに通知”を有効化し、『保存』ボタンをクリックします。



• “リアルタイム音量”を見ながら、音量のしきい値を調整します。

※青い波形が赤いラインを超えた場合に検知します。



NVRの設定
※カメラ追加などの詳細は割愛します。



• イベントの設定画面を開き、“音声イベント”タブを選択します。

• ルールを“有効化”します。音声急増が有効になっていることを確認します。
※必要に応じて音量のしきい値の再調整を行います。



• “リングメゾット”タブを開き以下を有効化します。
• 監視センターに通知する：VMSを利用している場合に有効化します。
• アラームポップアップウィンドウ：検知時にポップアップ表示したい場合に有効化します。
• ブザー：検知時にピープ音を鳴らしたい場合に有効化します。

• また、録画を行うカメラのチェックボックスにチェックします。



•録画のスケジュール設定画面で“オーディオ録画”を有効化します。
※設定の詳細は割愛します。



動画確認



• NVRのイベント設定で、“ポップアップ表示”を有効化します。

• 実際に大きな音声を検知した際に、通知することを確認します。

※適切に検知できない場合、感度やしきい値の微調整が必要です。



•注意点

• カメラ内蔵のマイクは、人の声以外の環境音も拾うため、誤って音を検知
してしまう場合がございます。

• また、マイクは適切な範囲内で使用しないと、正確に音声を認識できない
場合があります。

• あくまでも「抑止効果」としてのご利用をお勧めいたします。


